
＜農村計画課＞
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農 業 農 村 整 備 の 計 画 的 推 進 に よ り 、 生 産 性 の 高 い 農 業 構 造 の 確 立 と 豊 か
で 魅 力 あ る 農 村 づ く り を 進 め ま す 。

－ 農 村 計 画 課 －

１ 重 点 目 標
① 農 業 農 村 整 備 事 業 の 計 画 的 推 進
② 地 籍 の 明 確 化
③ 農 政 水 産 部 関 係 公 共 工 事 の 円 滑 な 推 進
④ 畑 地 か ん が い 営 農 の 推 進

２ 令 和 ６ 年 度 事 業 の 概 要

① 農 業 農 村 整 備 事 業 の 計 画 的 推 進

○ 農 業 農 村 整 備 実 施 計 画 策 定 事 業 ３ １ ， ５ ０ ０ 千 円 【 計 画 調 整 担 当 】
県 営 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 事 業 な ど の 農 業 生 産 基 盤 整 備 を 実 施 す る た め に 必 要 な 実 施 計 画

書 を 作 成 す る 。

○ 県 単 農 業 農 村 整 備 実 施 計 画 策 定 事 業 ２ ５ ， １ ８ ０ 千 円 【 計 画 調 整 担 当 】
農 業 農 村 整 備 事 業 の 実 施 要 望 地 区 に お い て 、 市 町 村 が 事 業 採 択 前 に 行 う 各 種 調 査 や 基 本

計 画 作 成 に 係 る 経 費 を 支 援 す る 。

○新 基 盤 整 備 プ ラ ン ニ ン グ 事 業 （ 1 6 8 ㌻ ） ３ ， ０ ０ ０ 千 円 【 計 画 調 整 担 当 】
整 備 後 の イ メ ー ジ 図 作 成 等 を 支 援 ・ 提 供 す る こ と で 、 基 盤 整 備 事 業 の 機 運 醸 成 お よ び 実

施 に つ な げ 、 農 地 の 区 画 拡 大 を 通 じ た 集 積 ・ 集 約 化 に よ る 地 域 計 画 の 実 現 を 目 指 す 。

② 地 籍 の 明 確 化

○ 地 籍 調 査 事 業 （ 1 7 6 ㌻ ） １ ， ０ ４ ９ ， ９ ５ ７ 千 円 【 国 土 調 査 担 当 】
国 土 の 開 発 及 び 保 全 並 び に そ の 利 用 の 高 度 化 に 資 す る と と も に 、「 土 地 の 戸 籍 」 と い わ

れ る 地 籍 の 明 確 化 を 図 る 。

③ 農 政 水 産 部 関 係 公 共 工 事 の 円 滑 な 推 進

○ 公 共 工 事 品 質 確 保 強 化 事 業 １ ４ ， ２ ２ ５ 千 円 【 技 術 管 理 担 当 】
公 共 工 事 の 品 質 を 確 保 す る た め 、 施 工 体 制 監 視 チ ー ム に よ る 施 工 現 場 の 重 点 点 検 を 実 施

し 、 適 切 な 現 場 指 導 を 行 う こ と に よ り 、 発 注 者 及 び 受 注 者 双 方 の 更 な る 技 術 力 の 向 上 と 工
事 現 場 に お け る 適 正 な 施 工 体 制 の 確 立 を 図 る 。
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○改 農 業 土 木 の 魅 力 発 信 ・ 人 材 確 保 事 業 （ 1 7 0 ㌻ ） １ ， ９ ９ １ 千 円 【 技 術 管 理 担 当 】
近 年 の 「 激 甚 化 し て い る 自 然 災 害 時 の 農 地 や 農 業 用 施 設 等 の 復 旧 ・ 復 興 」 や 「 ス マ ー ト

農 業 に 対 応 し た 農 業 生 産 基 盤 の 整 備 等 」 を 担 う 、 県 内 で 活 躍 す る 官 ・ 民 を 含 め た 農 業 土 木
技 術 者 の 人 材 を 確 保 す る 。

④ 畑 地 か ん が い 営 農 の 推 進

○ 水 利 施 設 管 理 強 化 事 業 ８ ０ ， ０ ６ ６ 千 円 【 畑 か ん 営 農 推 進 担 当 】
農 業 水 利 施 設 の 有 す る 多 面 的 機 能 の 適 正 な 発 揮 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 国 営 事 業 等 で

造 成 さ れ た 施 設 の 管 理 費 の 一 部 補 助 を 行 う 。

○ 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 １ ２ ７ ， ２ ３ １ 千 円 【 畑 か ん 営 農 推 進 担 当 】
国 営 事 業 で 造 成 さ れ た 施 設 に 対 し 、 農 業 用 水 の 安 定 供 給 、 地 域 の 防 災 、 環 境 保 全 等 の 機

能 強 化 を 目 的 と し た 管 理 費 の 一 部 補 助 を 行 う 。

○ 畑 か ん 活 用 農 業 経 営 体 チ ャ レ ン ジ 支 援 事 業 （ 1 7 2 ㌻ ）
５ ， ３ ７ ８ 千 円 【 畑 か ん 営 農 推 進 担 当 】

畑 地 か ん が い 受 益 地 内 に 畑 か ん 利 用 を 波 及 さ せ 、 賢 く 稼 げ る 農 業 を 実 現 す る た め 、 新 た
な 畑 か ん マ イ ス タ ー と な り う る 農 業 経 営 体 の 畑 か ん 営 農 へ の チ ャ レ ン ジ を 支 援 す る 。

○新 畑 か ん 営 農 ポ テ ン シ ャ ル 向 上 事 業 （ 1 7 4 ㌻ ） １ ， ８ １ ６ 千 円 【 畑 か ん 営 農 推 進 担 当 】
加 工 ・ 業 務 用 野 菜 等 の 生 産 の 安 定 化 を 図 る た め 、 畑 か ん 営 農 に 必 要 と な る 散 水 器 具 の 設

置 ・ 撤 去 や 給 水 栓 の 開 閉 作 業 等 に 係 る 省 力 化 技 術 を 進 歩 さ せ る と と も に 、 畑 か ん 営 農 に よ
る 新 た な 付 加 価 値 を 創 出 す る 。

○ 国 営 土 地 改 良 事 業 負 担 金 １ ， ４ ８ ７ ， ７ ３ ３ 千 円 【 畑 か ん 営 農 推 進 担 当 】
農 産 物 の 品 質 向 上 や 高 収 益 作 物 の 導 入 な ど に よ り 農 業 経 営 の 安 定 ・ 向 上 を 図 る た め 、 畑

地 か ん が い 用 水 な ど の 農 業 用 水 を 安 定 的 に 供 給 す る 国 営 か ん が い 排 水 事 業 を 推 進 す る 。

農 村 計 画 課
直 通 電 話 番 号 ： ０ ９ ８ ５ － ２ ６ － ７ １ ２ ８
Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ： ０ ９ ８ ５ － ２ ６ － ７ ３ ４ ３
Ｅ － m a i l ： n o s o n k e i k a k u @ p r e f . m i y a z a k i . l g . j p
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整備後のイメージ図作成等を支援することで、基盤整備事業の機運醸成および実施につなげ、農地の区画
拡大を通じた集積・集約化による地域計画の実現を目指す。

事業の目的

⑴ 事業内容

① 基盤整備図面作成

基盤整備の推進に向けたイメージ図を作成

② 基盤整備推進マニュアル作成

基盤整備の効果や対象事業の内容を整理し、推進マニュアルを作成

⑵ 事業の仕組み

①②県 県土改連

⑶ 成果指標

地域計画策定を契機に、基盤整備の推進に取り組むモデル地区数

現状（令和４年度）ー → 令和８年度 モデル４４地区

事業の概要

令和６年度～令和８年度事業の期間

委託

農村計画課 ３,０００千円
【財源：中山間ふるさと保全基金、一般財源】

基盤整備プランニング事業新
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基盤整備プランニング事業

①基盤整備図面作成

②基盤整備推進マニュアル作成

区画拡大の要望 基盤整備図面の作成

モデル地区への
図面提供

農地の区画拡大に向けた具体的な検討

マニュアル ・事業選択フローチャート
・採択要件
・事業化までの手続き
・農家負担軽減策
・県内実施地区の効果事例 等 事業化に向けた的確な推進

推進マニュアルの作成 マニュアルの配布・周知

基盤整備事業の実施

農地集積・集約化

地域計画の実現

モデル地区の事例を
他地域へ展開

【別紙】 新
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近年の「激甚化している自然災害時の農地や農業用施設等の復旧・復興」や「スマート農業に対応した農
業生産基盤の整備等」を担う、県内で活躍する官・民を含めた農業土木技術者の人材を確保する。

事業の目的

⑴ 事業内容
① 人材確保に係る広報活動
農業土木分野を学ぶ県内の高校及び九州管内の大学への広報活動

② 体験型魅力発信活動（拡充）
・小中高および大学における学外研修（県内の現場研修）への助成(借上げバス等)
・県内の小中高生を対象に、農業土木分野の魅力発信を主とした「官民共催」のイベント等の実施
③ 農業土木分野の職種紹介のための啓発活動
県内の農業土木技術者の協力のもと、パンフレットやポスター、啓発動画等を制作し、農業土木分

野の普及活動に活用

⑵ 事業の仕組み

①②県 ③県 民間企業

⑶ 成果指標
農業土木技術者のイメージアップ （アンケート） 令和５年度 ー → 令和８年度 ７０％以上
県内就職希望者アップ（農業高校（農業土木）） 令和５年度 ー → 令和８年度 ７０％以上

事業の概要

令和６年度～令和８年度事業の期間

委託

農村計画課 １，９９１千円
【財源：一般財源】

農業土木の魅力発信・人材確保事業改
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農業土木の魅力発信・人材確保事業改

建 設

魅力発信
①人材確保に係る広報活動
・高校及び大学へ、社会における農業土木分野の役割や意義につい
て広報活動を実施

②体験型魅力発信活動（拡充）
・県内の小中高生を対象に、農業土木分野の魅力発信を主とした
「官民共催」の測量体験や現場見学会等のイベントを実施

③農業土木分野の職種紹介のための啓発活動
・パンフレットやポスター、啓発動画等を制作し、農業土木分
野の普及活動に活用

PR活動

農業土木が『支える』
暮らしやすい宮崎・明るい未来

地
域
計
画

【別紙】
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畑地かんがい受益地内に畑かん利用を波及させ、賢く稼げる農業を実現するため、新たな畑かんマイス
ターとなる農業経営体の畑かん営農へのチャレンジを支援する。

事業の目的

⑴ 事業内容

① 支援事業
・新たな畑かんマイスターの育成を目的とした研修会や現地実証ほ視察等による技術の継承、最新
の省力型散水技術の普及促進

・ひなたＭＡＦｉＮや畑かん振興大会等による畑かん効果のＰＲ
② 県推進事務費

⑵ 事業の仕組み

①県 民間企業

⑶ 成果指標
新たな畑かんマイスター育成数
畑地かんがい施設水利用免責

事業の概要

令和４年度～令和６年度事業の期間

農村計画課 ５，３７８千円
【財源：中山間ふるさと保全基金】

委託

畑かん活用農業経営体チャレンジ支援事業
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畑かん活用農業経営体チャレンジ支援事業【別紙】
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加工・業務用野菜等の生産の安定化を図るため、畑かん営農に必要となる散水器具の設置・撤去や給水栓
の開閉作業等に係る省力化技術を進歩させるとともに、畑かん営農による新たな付加価値を創出する。

事業の目的

⑴ 事業内容
① 散水省力化技術構築事業
民間企業（散水器具メーカー、コンサル企業等）との連携による

スプリンクラー設置・撤去や給水栓開閉に係る労力削減技術の構築

② 散水省力化技術推進事業
散水チューブ巻取機等の貸出しによる体験機会の創出

③ 畑かん水付加価値創出事業
畑かん水の成分や散水後の土壌状態を調査・分析し、農作物や栽培管理に

与える影響との関連性を検証することにより、畑かん水の新たな付加価値を創出

⑵ 事業の仕組み
①県 民間企業 ②③県

⑶ 成果指標
散水省力化技術導入戸数 現状（令和４年）２戸 → 令和８年 １４戸

事業の概要

令和６年度～令和８年度事業の期間

委託

農村計画課 １，８１６千円
【財源：中山間ふるさと保全基金】

畑かん営農ポテンシャル向上事業新
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畑かん営農ポテンシャル向上事業

① 散水省力化技術構築事業

② 散水省力化技術推進事業

③ 畑かん水付加価値創出事業

官民連携による省力化技術の構築

省力型散水器具の体験機会の創出

畑かん水成分分析

土壌分析

植物体分析

農作物分析

【見込まれる効果】
・病害虫抵抗性
・肥料成分の補足
・野菜内部品質向上
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【別紙】 新
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国土の開発及び保全並びにその利用の高度化に資するとともに、「土地の戸籍」と言われる地籍の明確化
を図るため、市町村等が実施する「地籍調査」を支援する。

事業の目的

⑴ 事業内容
毎筆の土地について、その所有者、地番及び地目の調査や境界、地籍に関する測量を行い、地籍簿
及び地籍図を作成する。
① 事業の負担割合 市町村実施：国２／４ 県１／４ 市町村１／４

森林組合実施：国４／６ 県１／６ 森林組合１／６
② 実施状況 実施：１５市町村（宮崎市ほか）、１森林組合

完了：１１市町村（三股町ほか）
③ 進捗率（令和４年度末）７２．９％

⑵ 事業の仕組み

○県 市町村、森林組合

⑶ 成果指標
進捗率 令和４年度末 ７２．９％ → 令和１１年度末 ７９．０％
土地取引の円滑化、土地資産の保全、公共事業や災害復旧の迅速化、課税の公平化などが図られる。

事業の概要

補助

農村計画課 １，０４９，９５７千円
【財源：国庫、一般財源】

地籍調査事業
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